
 

 サブナノ粒⼦触媒による CO2⽔素化の低温駆動 

今岡 享稔（東⼯⼤化⽣研） 

数個から数⼗個の⾦属原⼦で構成されるクラスター（サブナノ粒⼦）は、離散的な電⼦レベルと低
い平均配位数による不飽和な結合性を特徴とする。これによりバルク⾦属やナノ粒⼦には⾒られない
⾮常に⾼い反応性を⽰す。例えば、⽩⾦のサブナノ粒⼦はバルクや⾯⼼⽴⽅構造を持つナノ粒⼦と全
く異なる表⾯構造を持つため、酸素還元反応（ORR）に対して優れた触媒活性を⽰す 1。また、銅の
サブナノ粒⼦はその独特な幾何構造により触媒表⾯の Cu‒O 結合のイオン性が増加するため、トルエ
ンの好気的酸化において⾼い触媒活性を⽰す 2。サブナノ粒⼦のもう⼀つの特徴は、相分離を起こさ
ないことである。サブナノ粒⼦ではバルク合⾦やナノ粒⼦ではなし得ない、貴⾦属と典型⾦属を含む
5 種類の元素の均⼀な混合が実現されている 3。また、⾦属と⾦属酸化物のような異なるカテゴリーの
材料同⼠であってもサブナノスケールでは均⼀に混ざり合うことが⾒出されている 4。この結果サブ
ナノスケールでは元素間の相乗効果が⼤幅に向上し、触媒としての利点は極めて⼤きい。 

こうしたユニークな特性により、サ
ブナノ粒⼦は室温での熱駆動型 CO2変
換触媒として有望な候補となる。我々
は、新しい⼆元⾦属 Mo‒Pt サブナノ粒
⼦を設計した。本サブナノ粒⼦は CO2

分解の活性サイトとなる Mo 酸化物と
⽔素の開裂サイトとして作⽤する Pt
⾦属を含み、それぞれが原⼦レベルで
複合化されている。それぞれが共同的
に作⽤し、室温かつ⼤気圧下で CO2の
⽔素化により CO を⽣成することが明
らかとなった 5。本発表では本触媒の合
成、触媒特性ならびにその作⽤メカニ
ズムについて説明する。 
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